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第１回峡北地区地域教育推進連絡協議会が６月２８日(火)に北巨摩合同庁舎で開催されました。 

また，峡中地区地域教育推進連絡協議会が７月５日(火)に同じく北巨摩合同庁舎で開催されました。 

 
協議，情報・意見交換，研修が行われました。 

協議では，今年度の役員が次のように決りました。 

 会 長 長坂 正彦氏(北杜市教育委員長) 

 副会長 輿水  豊氏(韮崎市教育長) 

 副会長 日向 幸子氏(北杜市保育協議会長） 

情報・意見交換では次のような情報や活動の報告

がありました。 

異校種や地域との交流･特別教育セミナー･地域支

援部の活動（あけぼの支援学校)，学校概要の紹介(甲

陵高校)，地域人材活用事業等について(中北教育事

務所・学校教育) 

研修では，山梨県都留児童相談所長・近藤直司先

生による講演「被災者にとっての心のケアを考える」

が行われました。その要旨については次項をご覧く

ださい。 

 
全体会議，情報交換会，研修会が行われました。 

全体会議では，今年度の役員が次のように決まり

ました。 

会 長 井口  悟氏(昭和町教育長） 

 

 

 

副会長 牛奥 久代氏 

（甲府市女性団体連絡協議会長） 

副会長 中川 智晴氏 

(甲府市小中学校ＰＴＡ連合会長) 

 情報交換会では，次のような情報や活動の紹介が

ありました。 

｢心のホットライン(教育相談)｣(甲斐市青少年育

成ｶｳﾝｾﾗｰ)，｢学習会“心の発達と子どもとの向き合

い方”｣(中巨摩母と女性教職員の会)，｢非行少年を

生まない社会づくり｣(甲府署生安課)，｢青少年海外

派遣事業｣(昭和町教委)，｢福祉の心実践校事業｣(甲

府市社会福祉協)，｢“思いやりの心を広げよう”市

民合唱｣(甲府青年会議所)，｢“キッズタウン南アル

プス”(職業体験)｣(南ア青年会議所)，｢学力向上指

定校事業等｣(中北教事所・学校教育) 

研修会では，峡北地区と同様に都留児童相談所

長・近藤直司先生による講演が行われました。 

 

 

 

 

 

    

精神科精神科精神科精神科のののの医療医療医療医療ニーズニーズニーズニーズ    
山梨県福祉保健部では心のケアチームを編成し，

被災地に派遣してきた。宮城県塩竃市，気仙沼市に

続いて 7月より岩手県山田町に派遣することになる。 

震災のトラウマは大きく分けて三種類ある。地震，

津波，放射能である。とりわけ放射能というのは今

まで私たちが経験したことのない恐怖を住民の人に

与えている。特に福島県のダメージは大きい。 

被災地では，津波の恐怖よりも，人の冷たさとか

妬みとかということに非常に傷ついている人がいる。 

震災後は，ちょっとした違い(電気がきている，いな 

 

い等)があの状況ではすごく妬みを生む。このあと心 

配なのは自殺の問題である。これからの私たちのよ

うな分野の専門職の最大の課題は自殺予防である。

そのためには，生活基盤を失っている方がどれだけ

生活基盤を取り戻せるか，職を失って収入のない人

に対して雇用をどれだけ保障できるか，あるいは，

仕事をしないでも所得補償がどれだけできるか，あ

と体の具合の悪い人の健康管理はどれくらいきちん

とできるか，それから人として外とのつながりを感

じられる支援をどれだけできるかというようなこと

が大事になる。 

峡北地区地域教育推進連絡協峡北地区地域教育推進連絡協峡北地区地域教育推進連絡協峡北地区地域教育推進連絡協議会議会議会議会     
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アンケートに寄せられた参加者の声から，被

災地の方々の想い，我では計り知れない想い

等々，多く学ばせていただき，何が必要で，こ

れから我々がどうあるべきか深く考えさせら

れました。 
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子子子子どもどもどもども・・・・学校学校学校学校へのへのへのへの影響影響影響影響    
過剰な恐怖感というのは，子どもの脳や心の発達

に影響を及ぼすというふうにいわれているしその通

りである。一部にはすでに一過性のトラウマ反応が

出ている。例えば不安，恐怖，再体験，過覚醒，回

避とかをトラウマ反応という。こういったことが６

箇月以上続いて，慢性化したような状態をＰＴＳＤ

という。子どもたちのＰＴＳＤも心配であるが，こ

れから５年先，１０年先の人格形成がどうなってい

くのかを考えるのであれば，取り巻く家族とか地域

社会をどう立て直していくのかということが，なに

よりも最優先ではないかと考える。 

 

 
 

３月１１日は学校をやっている日で，うまく避難

できた学校もあったし，最悪の状況で学校全体が被

災して何十人もなくなった学校もある。それを最初

はだれも表だって批判していなかったけれど，今は

落ちついてきて，親御さんたちが集まって学校の批

判をしたりすることが始まっている。かなり明暗が

はっきりした感じである。被災後，多くの学校が避

難所になっている。多くの避難所は学校の先生方が

運営している場合もあるようだ。避難所というのは，

新聞にでるような良いところもあるのだけれども，

うまくいっていないところはかなり大変である。そ

この運営にあたらなければならない人たちは，かな

り疲れている。それが，今回はしばしば学校の先生 

 

 

方であった。 

被災地から転入してきた方たちを，学校へ迎える

ということが山梨でも起きているし，全国の自治体

でも始まっている。これをどのように受け入れてい

くかという課題がある。一緒に被災した，避難した

といっても，一人一人の事情をよく見るということ

が大事だと思う。受け入れにあたっては，差別のこ

とと，一人一人の事情がかなり微妙に異なっている

ので，そこをよく見る必要がある。 

支援者支援者支援者支援者としてできることとしてできることとしてできることとしてできること 
外から支援に行く人は，地元の援助者の仕事を減

らしに行くというのが，最大の任務である。相当気

をつけていないと，知らず知らずのうちに地元の援

助者の仕事を増やすことになる。外から行った支援

者は結構気分が高揚しているので，この人たちの仕

事を減らしに行っているのだという明確な意識がな

かなかもてないみたいだ。東北の人たちの一般的な

傾向として，外から行った人間にあまり弱音や愚痴

を言わない。彼らが困ったといえるは身近な支援者

である。だから私たちは身近な支援者の仕事を減ら

さなければいけない。いちばん支援の必要な人たち

の姿がわかっていて，支援の必要性を認識している

のは最前線にいる人たちであるが，それを施策にし

ようとするときには，県に上げなければいけない。

その過程でかなり情報が薄まる。その何重にも薄ま

って上がった情報を元に，県庁がどこにどういう支

援を要請するかしないかを決める。この多重構造の

難点というのは，山梨県でも全く同じなわけで，何

か起きたときにはこの多重構造によほど気を付けな

いと必ず問題になる。 

被災した人たちの支援とはどんなことができるだ

ろうということだが，何かの時には，子どもたちに

せよ，ご家族にせよ，お年寄りにせよその人たちの

話を丁寧に聞くことがいろいろな場面で大事になっ

てくる。あとは，自分たちができる少しのことを，

日本中でなるべく惜しまないできちんとやっていく

ことがとても大事である。新聞の一面から被災地支

援のことが消えた頃から，ニュースに取り上げられ

なくなってきてからの支援こそが大事だと思う。 

 

◇◇◇◇地域教育推進連絡協議会地域教育推進連絡協議会地域教育推進連絡協議会地域教育推進連絡協議会のののの日程日程日程日程がががが決定決定決定決定しましたしましたしましたしました。。。。    

峡中地区・峡北地区合同地域教育フォーラム 

  月 日：１０月２５日(火) 

会 場：甲斐市 日本空学園 J-ship ホール 

第２回峡北地区地域教育推進連絡協議会 

  月 日： ２月１６日（木）〈予定〉 

  会 場：北巨摩合同庁舎 

    
◇◇◇◇本年度本年度本年度本年度のののの「「「「やまなしやまなしやまなしやまなし海海海海洋道中洋道中洋道中洋道中」」」」参加者参加者参加者参加者がががが内定内定内定内定しましたしましたしましたしました。。。。    

毎年，県教委が実施している中学生向けの体験型

学習(八丈島において８泊９日)に，中北地区の生徒

が４２名応募しました。 

６月５日の公開抽選会において，２８名が内定し

ました。 

内定した生徒は出発(８月１日)までに，しっかり

と事前研修を積み，万全の体調管理をお願いします。 
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